



























































































フォリオ」を特長とする先駆的な取り組みを進めている。そこで 2017 年 10 月 30 日（月）




















A：教職に求められる教養       D：教科等の授業づくりの力量








である平成 28 年度卒業者教員免許取得者と学校教員就職者のデータ（平成 29 年６月１日
現在）では，免許状登録者取得者実数は全学部で 73 名（大学院生では 50 名），これまでの















































































































































































今回の発表者は S 君（理学部）と N さん（理学部）であった。それぞれ 10～15 分で自
身の学級経営案を発表した後，残りの１時間を検討会にあてる構成であった。学級経営案
は，西岡ほか（2013; 35）に提示してある枠組みが用いられた。



















































同日 13 時 30 分からは，石井准教授を交えて午前の授業の振り返りをしながら，京都大
学の教職実践演習の取り組みの特色について議論した。京都大学での取り組みの中心軸と
なっているポートフォリオの活用の実際や今後の可能性を焦点とした。
４年間にわたるポートフォリオの作成と，教職実践演習におけるポートフォリオ検討会
での活用に関わっては，学生によるポートフォリオの「意味づけ」や，主体的な活用がい
かに喚起されているかが中心的に問われた。ポートフォリオと学生の「人格」とが結びつ
く「結節点」がどのように見出されているのか，あるいはポートフォリオの価値を学生自
身がどう見出すかという問いに対して，石井准教授は大村はまを想起しながら，ポートフ
ォリオを「アルバムづくり」だと形容した。すなわち，「ポートフォリオを実際にその後の
生活にどう活かすか」という活用への視点はさておき，まずは，学生が自らの学びの歩み
を積み重ねることそのものに意味が見出せるか，が鍵なのではないかと応答した。アルバ
ムは何かの職業のために，あるいは何か特定の活動のために，と決められた目的のために
蓄積・保存するものではない。自らの生活の「意味」を蓄積するものなのである。この意
味で，講義の記録や参加したカンファレンスなどを積み重ねる習慣とツールを持つことの
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意味を学生自身が獲得できているかどうかが問われることになる。
さらに教職実践演習における教職課程ポートフォリオ検討会の意義について次の論点に
ついて議論した。第一に，学生に自身の活動を記録すること自体の意味を見出させること
を目指してポートフォリオが活用されるのではないか。第二に，そうした活動の記録を振
り返る中で，学生に自身の活動に新たな意味を付与することを目指してポートフォリオが
活用されるのではないか。第三に，そうしたポートフォリオを検討会として公開すること
で，一人の学生の学びの記録に，自分では気づけなかった新たな意味づけをすることを目
指してポートフォリオが活用されるのではないか，という点が議論された。すなわち，第
一の活用で学生は「こんなエピソードを得た」を蓄積し，第二の活用で学生は「こういう
意味があった」と振り返り，第三の活用で学生は「そういう意味もあるのか。こういう意
義に初めて気づいた」という発見をする。
京都大学の教員養成では，カリキュラム上の活
動を超えて学生たちが自発的に学びを広げていく
ことにも注目が集まった。こうした教職課程のカ
リキュラムに直接関係しない自由余地が，京都大
学の教職実践演習を実り豊かにさせている決定的
な要因であることに議論が展開していった。とり
わけ注目が集まったのは，学生の自主的なサーク
ルである「教師力アップゼミナール」と，５つの
柱のうちの一つとして設定されている「課題探究
力」であった（図４参照）。
教師力アップゼミナールは，京大生の教職履修者が中心となって自発的に形成し，大学
側としても積極的に活動を支援している半公認のサークルで，石井准教授によると，この
活動が教職実践演習のパイロットケースにもなったそうである。北原講師が実質的な顧問
となり，毎年 30 名ほどが参加して，教員採用試験対策（特に面接対策）をしている。この
ゼミを軸に卒業生ネットワークの形成も視野に入れているという。
教師力アップゼミナールでの活動内容も議論したうえで，同サークルが，京都大学の教
職課程における５つ目の柱である「E .課題探究力」と強く関連していることが議論された。
つまり，京都大学のポートフォリオを中心とする活動に特徴的な，学生自身の自発的な活
動の展開の具体的・代表的典型として同ゼミナールが位置づくという。石井准教授が開設
した通り，「E. 課題探究力」は，A～D の柱から独立したカテゴリとしてされている。つ
まり，教職を履修する学生に対して，京都大学は，（社会的・行政的に）期待されている専
門的な教師力の形成（A～D）とともに，学生一人ひとりが自由で創造的な挑戦をすること
を求めている。そして学生の独創的で挑戦的な探究をポートフォリオに刻むことで，先に
議論したような，個性的で，アイデンティティの詰まった学びの蓄積がなされるのである。
ポートフォリオの活用可能性や学生の自発性の涵養を中心に，ほかにも，紙上でのポー
トフォリオ作成と Web 上での作成のどちらがより望ましいか，教職実践演習の具体的な活
動の模様，教職実践演習の活動の Web 上での公開の取り組みなどに話題が広がった。総じ
て，京都大学の学生が，学生生活の中で自発的に挑戦してきた活動をポートフォリオに記
録し，最後の教職実践演習で，自らの学びと活動の履歴に新たな意味を付与しながら，自
図４ 「五つの柱」の関係性
（京都大学 HP『教職課程ポートフ
ォリオ』より）
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身の教員像やアイデンティティを自省的に形成していくところに，京都大学における教職
課程・教職実践演習の取り組みの特色と意義があることが確認された。ポートフォリオを
中心に教職課程を構築している京都大学との今後のさらなる研究交流を期して，協議会は
終了した。
（吉田成章＊・宮本勇一＊・淀澤真帆＊・李 憶南＊・竹下俊治・間瀬茂夫・米沢 崇）
Ⅲ 研究の成果と課題
京都大学の取り組みの検討を通して明らかとなった研究の成果と課題は，次の三点に集
約される。
第一に，「何のためにポートフォリオ評価を行うのか」という教職課程におけるポートフ
ォリオ評価の活用の意義と課題を明確にし，教職課程のカリキュラムの構想とその実践に
取り組むことが重要だという点である。第二に，それぞれの大学が有する教職課程の特質
や強みを学生の学修課程へといかに具体化していくかという点である。ここからは，正規
の教職課程やカリキュラムには現れてこない多様な取り組みや企画の運営，さらには卒業
生組織とのネットワークの構築とその相互活用の重要性が示唆されよう。最後に，それぞ
れの大学において養成する教員像や教職観をどのような形で具体化し，それをどのように
運用し，修正していくのかが重要だという点である。すなわち，「教員養成広大スタンダー
ド」で具体化される教員像とはどのようなものか，そもそもスタンダードによってこうし
たイメージや願いは示されているのかどうか，あるいはその規準そのものを修正する必要
はないのかどうかを検討することの意義と課題が示唆されたといえる。
今後，具体的に記せなかった二つの研究課題に関わる研究の進捗とその成果をまとめる
とともに，ここで示された研究の成果と課題を具体的な教職課程の運営および教師教育研
究への学的貢献という形で継続的な取り組みの課題として検討していきたい。
（竹下俊治＊・吉田成章＊・草原和博・間瀬茂夫・森田愛子・米沢 崇）
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